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四

③

4

く
さ
く
き
松
山
支
部

代
表

述
絡
先
一

γ
3
7
2
2
松
山
市
川
辺
町

7
2
0
1
1

(0
8

9

9
7
7
1
7
2
2
)
 

士
口
金
白
木

古
金
白
水

附
和
十
年
頃
、
神
尾
悦
光
氏
松
山
市
河
中
町
で
古
年
間
に
句
の

指
導
を
始
め
る
。
昭
和
三
九
利

一
月
松
山
市
の
石
手
守
に
"uq
H量
三

十
川
年
記
念
で
、

'十
則
元
HM
先
生
の
句
碑
建
立
。
神
尾
氏
旧
雌
な

る
活
動
で
草
茎
成
時
記
の
編
纂
尋
行
う
。
松
北
町
耐
附
氏
は
、
国
民

文
化
祭
愛
媛
大
会
か
ら
の
辿
句
正
式
雄
日
へ

の
取
組
み
母
に
も
尺
、

力
。
平
成
八
年
四
月
愛
媛
附
和
迎
句
草
創
の
刊
を
建
立
。
侠
口
述

句
会
の
発
足
。
以
後
何
51全
国
大
会
を
開
催
(
現
在
は
原
連
句
述

肌
と
の
日
ハ
悩
)
。
文
部
句
会
報
は
通
巻
九

一
八
号
を
数
え
現
在
に

歪
る
。

刊

・
③

5

草
笛
連
句
会

代
表

辿
絡
先
一

T
3
7
2
5
松
山
市
白
水
ム
n
4

1
2

i
2

(0
8
9
9
2
3
3
9
9
3
)
 

大
西
素
之

大
西
素
之

沿
革

平
成
J

ハ
51七
月
句
会
立
ち
上
げ
代
表
大
凶
素
之

初
心
者
の
み
の
俳
句
会
、
の
ち
辿
句
を
倒
せ
行
う

平
成
十
凶
年
一
月
円
寸
前
句
会
代
表
大
一山
基
之

制
句
と
連
句
の
会
を
旬
月

一
回
定
例
実
行
中

平
成
十
七
年
間
月
当
会
代
去
大
阿
紫
之
が
愛
媛
県
連
句
述
限
会
長

と
な
る

平
成
ニ
イ

一
均
三
月
当
会
代
去
大
西
京
之
が
愛
媛
述
旬
述
限
会
長

を
辞
す

平
成
ニ
ー

一
・1
凶
月
当
句
会
の
代
表
交
比
日
新
代
表
名
本
敦
子

(
愛
媛
県
述
句
述
版
刷
会
長
)

活
動
状
況

一
、
定
例

初
月
第

一
11
陥

日

刊

後

一
時
か
ら
午
後
五
同
ま
で

於
松
山
市
民
会
館

三
、
活
動
計
岡
「
初
心
者
の
集
ま
り
」
の
心
を
大
切
に
し
て
、

誌
で
も
参
加
で
き
る
会
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
会
制
民
、

公
務

μや
退
職
年
金
組
な
ど

現
在
活
動
会
員
七
名

- 343 
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刊

⑧

6

興

聖

寺

連

句

会

代

表

辿
絡
先
一
T
さ
?
宰
忠
松
山
市
竹
似
町
1

4

1

(0
8
9
0
9
4
F
O
I
l
5
4
)
 

附
本

時2

刊

③

7

佐

久

良

連

句

会

代

表

判

門

可

奈

女

辿
絡
先
〒
忍
守
。
∞
印
ω
松
山
市
道
後
上
市
2
1
6
9
1
0
1

(0
8
9
9
0
4

4

0
4
0
)

引
門
可
奈
女

岡
本

1午

附
和
五
J

，
八
年
に
故
松
、水
的
問
先
生
が
創
立
。
そ
の
後
中
断
し

た
が
、
平
成
五

4
に
再
開
し
た
い
と
の
事
で
依
頼
さ
れ
、
職
場
の

友
人
等
に
呼
び
掛
け
、
以
前
と
は
メ
ン
バ
ー
も
会
場
も
変
り
月
二

回
の
例
会
を
聞
い
て
い
た
。
平
成
十
三
年
に
先
生
が
逝
去
さ
れ
、

後
を
引
郁
吉
、
尖
刊
に
励
ん
で
い
る
。
川
二
回
の
例
会
は
、
捌
の

育
成
に
力
を
入
れ
、
白
山
に
発
一
F

一呂田
で
き
る
雰
聞
気
で
楽
し
い
会
と

な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
右
手
守
述
句
会
の
会
民
も
共
に
月

一
回
制
句
会
を
開

僻
し
て
い
る
。
結
相
に
所
属
し
な
い
会
で
、
今
年
で
三
年
過
草
、

発
句
に
適
し
た
旬
刊
り
、
阪
句
を
活
か
し
た
添
削
等
に
重
き
を
世

き
、
全
員
が
白
山
に
意
見
を
述
べ
る
、
版
や
か
で
和
や
か
な
句
会

で
あ
る
。
述
句
刊
日
川
を
名
述
句
大
会
に
l
hu

募
し
、

」l
五
4
以
降
の

国
民
文
化
祭
で
三
巻
人
灯
、
県
民
文
化
祭
で
は
す
凶
年
以
降
知
事

円以
三
巻
外
入
叫
此
多
数
、
依
口
大
会
で
も
県
教
育
長
公
を
は
じ
め
多

数
入
賞
の
災
献
を
収
め
て
い
る
。

今
後
も
捌
の
育
成
と
会
民
併
に
努
め
た
い
と
川
?
っ
。
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刊

③

8

子
規
博
連
句
教
室

代
表
戒
能
多
芸

辿
絡
先
〒

3
7
3
-N東
山
川
市
川
之
内
乙

2
5
9
0
I
3

{0
8
9
・
9
6
6
・
3
0
9
6
)

戒
能
多
将

四

・
③

・
9

清
流
連
句
会

代
表
戒
能
多
お

辿
絡
先
干

3
7
8
芯
東
川
川
市
川
之
内
乙

2
5
9
0
1
3

(0
8
9
9
6
6
・
3
0
9
6
)

成
能
多
古
川

「第
五
四
国
民
文
化
祭
え
ひ
め
」
を
き
っ
か
け
に
述
旬
の
熱
が

品
ま
り
、

俳
句
会
の
会
場
で
も
あ
る
布
沖
伸
子
毛
で
似
川
知
州
火

山
明
円
に
開
催
し
て
い
る
。

松
永
静
岡
氏
亡
き
後
も
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
る
。
h

寸
前

一
O
時

l
午
後
二
時
の
問
。同
計
食
は
会
以
の
手
づ
く
り
。
述
旬
を

楽
し
む
よ
り
会
問
や
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る

が
、
和
気
あ
い
あ
い
の
待
問
%。
ヰ
問
者
が
多
い
こ
と
が
今
後
の

大
き
な
服
組
で
あ
る
。

場

所

松

山
市
道
後
公
開

一
l
三
O

附
和
五
六
年
四
月
頃
開
設
(
推
定
)

指

導

者

鈴

木

森

山

洞

氏

平
成

一
0
年
間
川

指

導

者

松

永

静

間

氏

平
成

一
五
年

一
円

よ

り

桁

樽

平
成

一
六
年
四
川

1
一
八
年
三
月

平
成

一
八
年
州
川

1
現
主

場

所

松

山
市
干
刈
町
二
|

六

|
一
O

平
成

一
年
凶
月

1
平
成

一
凶
年

二

一月

指
導
者
松
永
静
剛
氏

平
成

一
五
年

一
月
h
現
副

指

導

成

能

多

目
U

戒
能
多
出
M
M

述
旬
入
門
脱
出

松
山
子
規
記
念
博
物
館
刷
設
と
岡
崎
に
聞
か
れ
た
も
の
と
忠

、っ
。
鈴
木
氏
も
松
永
氏
も
ーし
く
な
ら
れ
泊
制
は
不
明
。

平
成
二
年
に
聞
か
れ
た

「第
五
回
凶
民
文
化
燃
え
ひ
め
」
か
ら

辿
旬
の
熱
が
品
ま
り
、
辿
句
愛
川
町
者
も
明
え
随
分
と
雌
ん
な
時
も

弘山

つ
れ
~
。

現
在
は
、
旬

M
第
四
オ
附
日
の
午
後

一
時

1
凶
時
。

名
だ
が
、
い
つ
も
門
ド
を
聞
い
て
い
る
。

会
日
は
七

石
丸
体
干
宅

一-345 



刊

③

山

道

後

連

句

会

代

表

辿
絡
先
〒

3
T
Uご
-
伊
予
ト
山

l
引
川

1
7
8
3
1
4
l

(0
8
9
・
9
8
3
・
5
4
6
8
)

鎌

m山
降

叫
上
耐
迫

w
e
⑥

e
H

白
木
台
連
句

会

代

表

辿
絡
先
〒

3
7
2
5
松
山
市
山
水
'
h
H
4
1
2
1
2

(0
8
9
・
9
2
3
3
9
9
3
)

よ
洲
υ
高
之

よ
刊
誌
之

道
後
述
句
会
は

2
0
0
0年
5
月

l
2
H
に
誕
当
し
ま
し
た
。

指
導
者
は
松
永
静
附
先
生
で
し
た
。
松
水
先
生
は
、
宇
山
零
耐
先

4
4に
昭
和
初
期
か
ら
師
事
さ
れ
述
句
俳
句
と
も
に
粘
進
さ
れ
ま
し

た
。

沿
革
平
成
九
年
、

4
闘
的
同
代
表
の
同
町
び
か
け
に
よ
り
発
足
。
削
系

当
町
一本
則
。
平
成
十
五

4
よ
り
大
四
素
之
代
表
と
な
り
、
現
在
に

京
る
。
活
動
状
況
・
活
動
計
画

辺
後
山
水
口
に
て
月
二
川
の
例
会
を
川
似
し
、

会
は
が
捌
き
を

引
当
し
て
辿
旬
を
巻
く
。
油
断
す
る
と
付
句
が
山
を
な
し
、
ま
た

脱
線
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
捌
き
は
気
を
肱
け
な
い
。
作
品
は
歌

仙
半
歌
仙
が
大
部
分
を
占
め
る
が
、
気
分
転
換
に
他
形
式
や
尻

取
辿
句
な
と
に
も
挑
戦
。

同
民
文
化
祭
で
は
平
成
十
七
年
度
よ
り
大
"h部
門
の
述
統
受
日

記
録
を
必
新
山中
で
、
本
年
度
も
文
部
刺
vV
大
刊
訂
は
じ
め
三
告
が

受
日
。
今
が
旬
の
完
熟
伊
干
柿
?

346 

道
後
と
は
、
巾
す
ま
で
も
な
く
道
後
品
燥
を
指
し
ま
す
。
山川口胤

の
回
目
山
工
は
し
rH
く
円
本
以
前
と
行
わ
れ

「古
事
記
」
に

「伊
徹
の
山
行

場
」
と
記
さ
れ
出
徳
太
干
の
入
浴
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
訂

戸
時
代
に
は
、
小
林

一
茶
も
訪
れ
て
お
り

「寝
こ
ろ
ん
で
蝶
と
ま

ら
せ
る
外
揚
か
な
」
の
句
碑
も
あ
り
ま
す
。

道
後
述
句
会
は
、
現
在

8
名
で
月

2
聞
の
定
例
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
特
徴
は
止
制
よ
り
も
列
官
会

μ
が
多
い
こ
と
で
す
。

辿
句
の
本
場
愛
媛
を
判

っ
て
い
き
た
い
も
の
と
版
り
切

っ
て

い
ま

す
。
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当
支
部
は
、
昭
和
四
十

一
年
凶
月
に
「
俳
諾
uu主主
相
」
主
宰
宇

田
容
問
先
生
の
指
導
に
よ
り
、
俳
句
愛
好
の
士
が
集
い
結
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
昭
和
五
十
八
年
二
月
に
述
句
会
を
発
足

さ
せ
、
今
年
度
支
部
創
立
四
五
周
年
を
迎
え
て
い
る
。

現
在
く
さ
く
き
化
九
州
支
部
は
、
「
俳
誌
く
さ
く
き
」
僚
出
辺

正
宰
の
も
と
に
三
十
二
名
の
支
部
会
民
で
辺
位
さ
れ
、
定
例
制
句

会
を
旬
月

一
岡
市
内
の
三
ヶ
所
の
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て
い

る
。
ま
た
同
じ
く
定
例
述
句
会
を

一
M
、
市
内
の
市
民
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
。
制
民
に
会
日
有
志
で
「
反
の
会
」
を
結
成
し
、
月

一
川
向
J

」
的
に
迎
句
の
集
刊
に
励
ん
で
い
る
。

平
成
一
二

年
七
月
に
は
、
支
部
創
立
間
前
刷
年
記
念
引
業
と
し

て
化
九
州
市
小
合
北
区
の
妙
見

4ιの
宮
地
に
、
辿
句
碑
「
何
千
ハ
ベ
」

を
会
円
H
が

一
丸
と
な
り
建
立
し
た
。
吏
に
平
成
二
三
内
六
月
に

は
、
合
同
句
集

「百
千
鳥
」
を
上
梓
し
研
鎖
に
励
ん
で
い
る
。

発
足
は
浅
野
黍
穂
、
八
木
紫
眺
と
も
述
句
協
会
に
所
属
し
、
予

て
か
ら
九
州
に
お
け
る
連
句
昔
及
振
興
を
志
し
て
い
た
が
、
先
ず

乎
始
め
に
福
岡
市
の
中
心
地
の
天
神
に
会
合
の
場
所
を
設
け
、
九

州
各
地
に
「
自
由
参
加
で
楽
し
い
述
句
の
座
」
を
と
呼
び
掛
け
、

平
成
十
一
年
十
一
一
月
に
第

一
聞
の
航
妨
げ
、
現
右
月
例
会
は
毎
月

第
三
日
帆

U
と
し
個
性
あ
る
作
品
を
巻
い
て
い
る
。
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ん問
d
L
王
臼

一
九
九
八

4
(平
成
九

4
)
十

一
月
イ
六
日
の
節
目

M
M
R文

化
祭
大
分
プ
レ
文
芸
祭
述
旬
大
会
の
時
大
分
述
句
協
会
が
発
足
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
分
で
は
、
さ
っ
き
会
、
別
府
で
は
湯
け
む

り
会
、
な
で
し
こ
会
、
中
津
で
は
耶
時
渓
会
と
そ
れ
ぞ
れ
月
一
阿

辿
句
会
を
行
な
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

六
川
に
定
期
総
会
を
行
な
い
、
そ
の
あ
と
尖
刊
会
を
行
な
い
ま

す
。
ま
た

9
月
か
叩
川
に
は
、
組
院
を
深
め
る
た
め
、
月
見
辿
句

会
を
併
し
ま
す
。

三
月
に
は
、
彼
山
フ
ェ
ア
!
と
し
て
中
沖
の
耶
同
渓
で
述
句
大

会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
時
は
稲
岡
県
辿
句
協
会
会
長
の
八
木
紫
眺

先

H
に
「述
句
に
つ
い
て
」
お
稲
し
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
、
平
成
十
九
年
に
は
獅
子
門
道
統
ψ
F位
の
大
野
卸

士
先
生
、
平
成
二
十
二
年
に
は
述
句
協
会
常
任
理
事
の
背
木
秀
樹

先
生
に
述
句
に
つ

い
て
の
講
泌
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近

は
新
し
い
方
も
附
え
、
裂
し
く
述
句
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
会
日

を
川
町
や
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

今
川
は
大
分
の
さ
つ
き
会
と
別
府
の
渇
け
む
り
会
で
歌
仙
を
巻

き
ま
し
た
。
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あ

と

が
き

1=1 
1m 

!II 

鈴

子

附
利
E
六
年

(
1
9
8
1
)
 に
発
足
し
た
辿
句
懇
話
会
が
、

後
に
述
句
協
会
と
改
ま
り
今
で
は
千
人
近
い
会
只

を
擁
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
当
会
で
は
十
年
毎
に
記
念
誌
「
現
代
述
句
集
」

を
ま
と
め
活
動
を
記
録
し
て
い

ま
す
。

三
十
年
を
経
て
今
回
第
田
集
を
編
む
に
あ
た
り
、

第

I
、

日
集
を
参
考
に
し
つ
つ
、
さ
ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ

ょ
う
と
苦
心
し
、
後
進
の
方
々
に
も
役
立
て
て
加
け
る
よ
う
に
、

現
在
活
躍
中
の
全
国
の
連
句
グ
ル
ー
プ
を
地
域

別
に
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
迎
絡
先
や
活
動
日
時
、
場
所
な
ど
詳
細
な
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

連
句

を
志
す
折
の
体
験
の
場
探
し
ゃ
、

ま
た
は
す
で
に
経
験
し
て
お
ら
れ
る
方
が
旅
程
に
他
派
と
の
垣
根
を
越
え
た
交

流
を
組
み
込
ん
で
頂
く
よ
す
が
な
ど
に
も
使
っ
て
頂
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
各
地
域
の
グ
ル
ー
プ
は
側
制
派

-349-

ぞ
ろ
い
で
、

楽
し
い
座
を
繰
り
広
げ
そ
れ
ぞ
れ
の
風
を
守
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
他
派
の
風
に
触
れ
る
こ
と
で
ま
た

新
し
い
風
が
生
ま
れ
育
ち
、

文
芸
の
輸
が
広
が
っ
て
い
っ
て
く
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。
fi2 

" 
こ
の
現
代
辿
句
集
E

を
座
右
に
世
い
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

胤
の
通
っ
た

一
期

一
会
の
述
句
を
巻
く
こ
と
で
俳
締
本
来
の
和
の
文
芸
に
な
れ
る
は
ず
で
す
。
昨
今
、
多
く
の

俳
人
が

「
個
の
文
芸
」
の
側
句
の
み
に
打
ち
込
み
、
連
句
を
省
み
な
い
の
は
惜
し
い
こ
と
で
す
。
刊
山
介
で
鎖
例
の

な
い
仲
良
し
文
芸
に
、

海
外
で
も
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
伝
統
的
な
こ
の
催
し
い
文
芸
を
よ
り

一
附

昨
町
り

-げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
御
出
制
下
さ
っ
た
全
国
の
迎
句
グ
ル
ー
プ
、
編
集
委
只
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、

原
稿
の
纏
め
を
受
け
持
っ
た
関
西
と
東
京
の
ひ
よ
ど
り
連
句
会
の
皆
様
に
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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